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株式会社エネコートテクノロジーズ
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2018

創業
Founded

京都大学発

Kyoto Univ.

起源
Origin

100+

人員
People

JPY8.7B

調達総額
Equity

JPY10B+

助成金
Grant

ペロブスカイト太陽電池で未来を創ります。
Build The Future With Perovskite Solar Cells.

会社概要 -Who we are-

40+

株主
Shareholders
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MVV

身の回りから宇宙まで
「どこでも電源」で未来を創る

１．京都大学の「知」を事業化する
２．様々なデバイスの利便性向上に貢献する
３．カーボンニュートラル達成に貢献する

行動指針 「賢明な探究者たれ」
１．高い目標へ挑戦し、やりきるスピリッツ
２．自らの知を伝え、人から知を吸収しようとする姿勢
３．個を尊重しながらチーム力を発揮
４.  他人の立場を想像できる力
５.  社会的責任を持って法と倫理を遵守

ミッション

ビジョン

バリュー
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エネコートの戦略 – Our Strategy-      参入市場

どこでも電源🄬の普及

屋外定置型

自社生産＋他社との連携 トヨタグループとのコラボレーション

車載
小型モジュール
（屋内外）

エネコートの優れた技術開発力
Excellent R&D Resources

エネコートの強みは京都大学由来の技術開発力であり、3つの柱と位置付ける
各用途の生産フェーズを支える土台となることを目指す。

Generate electricity anywhere

Small Module Outdoor PV
On-vehicle 

solar panels

In-house production + α Collaboration with TOYOTA Group
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エネコートの戦略 – Our Strategy- 参入手段

ガラス

屋内
単接合

タンデム

屋外
単接合

タンデム

フィルム

屋内
単接合

タンデム

屋外
単接合

タンデム

基板タイプ 使用環境 パネルタイプ

Roll to Roll

Sheet to Sheet

規格品 大量生産 カスタム品 少中量生産
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柔軟
-Flexible-

薄くて軽い
-Thin & Light-

多用途展開
-Versatile-

高い発電性能
-High power generation performance-

ペロブスカイト太陽電池とは –What is Perovskite-
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アプリケーション –Apprication-

ブラインド 壁面

折半屋根

宇宙

小← 設置面積 →大

強←

光
の
強
さ

→

弱

CO2センサ

スマートウェア

電波ソーラー時計

車載

あらゆるシーンで
電力を供給

IoT化促進
生活の利便性向上

地産地消エネルギー
普及促進
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従来品との比較 –Comparison-

結晶シリコン

c-Silicon

ペロブスカイト

Provskite

アモルファスシリコン

a-Silicon

発電性能（変換効率）＠太陽光

Efficiency @ Sun light
△

発電性能（変換効率）＠室内光

Efficiency @ Indoor light
△

重量

Weight

薄さ

Thinness
△

柔軟さ

Flexibility

モジュールコスト

Module cost
△～ △

システムコスト

System cost
△

耐久性

Durability
△ △～
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これまでの成果 –Achievements-
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フィルムモジュールで世界最高レベルの

変換効率21％超を達成

サイズ
75ｍｍ 75mm

パイロットラインを用いた実用レベル面積の
フィルムモジュール作製に成功

ペロブスカイト／シリコンの4端子タンデム型
太陽電池で変換効率30％超を達成

タンデム型太陽電池のイメージ図

トヨタ自動車との車載太陽電池共同開発プロジェクトにおける成果
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低照度特性を活かした実証
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KDDI

携帯基地局の鉄塔にペロブスカイト太陽電池を設置し、
スタンドアローンの基地局として利用。

JR九州／日揮

日揮

港湾地区における屋外実証実験を実施。折半屋根に
設置するペロブスカイト太陽電池を提供。

トヨタ自動車

EV等で走行距離を伸ばすため、ルーフにペロブスカイト
太陽電池を搭載する検証を開始

折板屋根への設置

JR博多駅のホームの屋根に、
シート工法でにペロブスカイトを設置。

高照度特性を活かした実証

豊田合成

万博のスタッフが着用する空調服の電源として、ペロブス
カイト太陽電池を組み込む検討を実施。

75mm角4枚を電源
として活用

JAXA

放射線耐久性、高温試験、UV試験など、地上よりも
ハードな耐久性試験について共同研究を実施。
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直近のトピックス –Topics-

2025年9月10日付NEDOホームページ
グリーンイノベーション基金事業「次世代型太陽電池の開発／次世代型太陽電池実証事業」
で3件を新規採択しました
―量産技術開発とフィールド実証を通してペロブスカイト太陽電池の市場開拓を目指します―

2025年9月10日付日本経済新聞電子版
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新工場 New factory

2027~
量産開始 -Mass production-
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バリアフィルムの重要性

大規模普及

コスト

発電性能耐久性

透過性
耐UV性

耐水性

-典型的な逆型ガラスペロブスカイトジュールのコスト構造-

発電層材料の占める割合は
30％未満

出典：Y. Liu.et al., Nano-Micro Letters, 2025, vol.17 219

ペロブスカイト太陽電池の発電層材料のコストはさほど高くなく
基板やその他部材のコストが相対的に高い

フィルム型の場合、発電層材料以外の部材の大部分を占めるのが
バリアフィルム（基板含む）となりコストへの影響が大きい
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コニカミノルタ製バリアフィルムに寄せる期待

• 有機EL等で培われたハイバリアフィルムに関する実績（技術・知見）

• 圧倒的な耐水性（低い水蒸気透過率（WVTR））

• デバイス適用性（薄膜、曲面追従性）

高機能性と低コストを両立した製品の開発を是非お願いしたい



ペロブスカイト太陽電池で未来を創ります。

Build The Future With Perovskite Solar Cells.

E n e C o a t  T e c h n o l o g i e s  C o . ,  L t d .

株式会社エネコートテクノロジーズ
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コニカミノルタ株式会社 技術開発本部
デバイス技術開発センター
プロセス技術開発部
中島 裕介

コニカミノルタだからできる理由
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ペロブスカイト太陽電池の普及に求められる耐久性・耐水性

© KONICA MINOLTA

コニカミノルタの
バリアフィルム

量産スケールアップに
おける品質低下

水分侵入による
発電層の劣化

機能性フィルム事業
で培った生産技術

水分侵入を抑制する
ハイバリア層形成

課題
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日本発の高い耐水性を有するバリアフィルムリーディングカンパニーへ

© KONICA MINOLTA

水分に弱いカルシウム膜の劣化状況を観察し
バリアフィルムの品質＝水分を通さない度合い

として評価

【カルシウム試験サンプル構成】

エネコートテクノロジーズにおけるカルシウム試験において

弊社既存バリアフィルム製品の

3,500時間以上耐久性を確認

※2,000時間で屋外用途OK判定

エネコートテクノロジーズ作成カルシウム試験サンプル
（3,507H経過時状態）

【評価状況】

バリアフィルムの水分透過度を評価するカルシウム試験において

ペロブスカイト太陽電池屋外用途としての品質を充分に担保していることを確認

封止材
カルシウム薄膜

ガラス

バリアフィルム



24

バリアフィルム | コニカミノルタ独自のハイバリア技術

© KONICA MINOLTA

一般的にバリア層と基材の凹凸と穴を埋める平坦化層を多層化することで耐水性を担保

独自技術で平坦化・バリア機能を両立させる成膜により、薄膜でのハイバリア化を実現

ペロブスカイト太陽電池の構造

バリア層

封止材

バックシート

基材

透明電極 発電セル

平坦化＋バリアの両機能を
有する層と

バリア層からなる2種の積層

コニカミノルタのバリアフィルム

平坦化層とバリア層を
交互に積層

一般的なバリアフィルム

バリア層

平坦化＋バリア層

バリア層

平坦化層

平坦化層

バリア層

ハイバリア化には

多層化が必要
少ない層数で

ハイバリア化を実現
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バリアフィルム | フィルム製造で培った技術で安定的な量産体制を実現

© KONICA MINOLTA

1976 2000 2015

ペロブスカイト太陽電池

バリアフィルムへ
写真用フィルム
サクラカラー

発売

有機EL用
バリアフィルム

発売

液晶偏光板用
TACフィルム
本格展開

Roll to Rollフィルム事業で長年培った生産技術、既存設備活用による安定量産が可能
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コニカミノルタ株式会社
執行役員 技術開発本部長
岸 恵一

バリアフィルム実用化への軌跡



開発・製造・販売原料・構成部材供給
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日本発の技術を導くコニカミノルタのポジション

© KONICA MINOLTA

設置・稼働

バリアフィルム
メーカー

封止材メーカー

基材・電極部材 メーカー

ペロブスカイト層素材
メーカー

太陽電池モジュール製造・
販売メーカー

製造装置メーカー

国内でも原料メーカー、製造メーカー、建設会社などの企業が参入

コニカミノルタはバリアフィルムを太陽電池モジュール製造メーカーに対し提供

ゼネコン・電力供給会社
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顧客ニーズに応えるペロブスカイト太陽電池バリアフィルムを展開

© KONICA MINOLTA

顧  客
太陽電池モジュール

製造、販売

バリアフィルム
製造、販売

…

A社

B社

C社

ペロブスカイト太陽電池
バリアフィルムの販売

ペロブスカイト太陽電池
モジュールの販売

ペロブスカイト太陽電池のモジュールの製造、販売を行う顧客に展開

インダストリー型の事業モデルによる高収益化を目指す



ペロブスカイト太陽電池バリアフィルムで狙う市場

※市場規模、CAGRはコニカミノルタ独自の試算値

2028 2035

～100億円

29© KONICA MINOLTA

500～800億円

ペロブスカイト太陽電池
バリアフィルム市場

CAGR 

35% 以上

急速な成長が見込まれるペロブスカイト太陽電池市場の拡がりに合わせ

バリアフィルム市場も2035年に500～800億円を想定

高機能材料を武器にシェアトップを目指す



バリアフィルムの成長イメージ
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2035年

検証
ステップ

2026年

スケール化・成長期市場検証技術検証

2030年

量産サンプル
モジュール製造メーカーに

提供

バリアフィルムの
事業価値拡大

バリアフィルム市場拡大

需要に応じた生産体制の構築

これまで培った技術・設備を有効活用し、2026年に量産サンプル提供開始

2035年時点でバリアフィルム市場500～800億円、シェアトップを目指す



本資料で記載されている業績予想及び将来予想は、現時点における
事業環境に基づき当社が判断した予想であり、今後の事業環境により
実際の業績が異なる場合があることをご承知おき下さい。

本資料におきましては、四捨五入による億円単位で表示しております。

⚫ 本資料の記載情報

⚫ 将来予想に係わる記述についての注意事項
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